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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに対応する画像のプレビュー画像を表示する画像処理装置において、
　前記画像でプレビューする範囲を予め設定する範囲設定手段と、
　前記範囲設定手段で設定された範囲のプレビュー画像を表示する表示手段と、
　前記画像データの種類に基づき、画像データをいくつかに分類したグループのうち、ど
のグループに属するかを示す属性と、前記範囲設定手段で設定された範囲とを、関連付け
て登録する属性登録手段と、
　前記画像データに前記属性を設定する属性設定手段と、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記属性は、前記画像のサイズであることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置
。
【請求項３】
　前記範囲設定手段は、画像全体を範囲として設定することを可能とする請求項１又は２
に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記プレビュー画像に対応する画像データが記憶される画像データ記憶手段を有し、
　前記画像データのデータサイズが前記画像データ記憶手段が記憶可能なデータサイズよ
り大きい場合、前記範囲設定手段による範囲の設定をユーザに促すことを特徴とする請求
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項１から３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　画像データに対応する画像のプレビュー画像を表示するプレビュー画像表示方法であっ
て、
　前記画像でプレビューする範囲を予め設定する範囲設定段階と、
　前記範囲設定段階で設定された範囲のプレビュー画像を表示する表示段階と、
　前記範囲設定段階で設定された範囲を、前記画像データの種類に基づき画像データをい
くつかに分類したグループのうち、どのグループに属するかを示す属性とを関連付けて登
録する属性登録段階と、
　を有し、
　前記属性は、前記画像データに設定されることを特徴とするプレビュー画像表示方法。
【請求項６】
　前記属性は、前記画像のサイズであることを特徴とする請求項５に記載のプレビュー画
像表示方法。
【請求項７】
　前記範囲設定段階では、画像全体を範囲として設定することを可能とする請求項５又は
６に記載のプレビュー画像表示方法。
【請求項８】
　前記プレビュー画像に対応する画像データのデータサイズが所定のデータサイズより大
きい場合、前記範囲設定段階による範囲の設定をユーザに促すことを特徴とする請求項５
から７のいずれか１項に記載のプレビュー画像表示方法。
【請求項９】
　請求項５から８のいずれか１項に記載のプレビュー画像表示方法をコンピュータで実行
するためのプレビュー画像表示プログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のプレビュー画像表示プログラムを記録した記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プレビュー画像を表示する画像処理装置、プレビュー画像表示方法、プレビ
ュー画像表示プログラム、プレビュー画像表示プログラムを記録した記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像データの内容を確認するなどに用いられるプレビューは、所定の大きさの枠内に収
めるため、本来の解像度を落とすなどして画像を表示するものである。このプレビューは
、容易に画像の内容が確認できるため、多くのアプリケーションやＯＳにサポートされて
いる。また、複写機などの操作部の画面にプレビューを表示するものもある。
【特許文献１】特開２０００－３２４３３３号公報
【特許文献２】特開２０００－１９６８５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、例えば製図などの画像サイズの大きいものは、プレビューすると本来の
画像からの縮小率が極端に小さくなるため、プレビューの効果が半減する。また、文字を
含む大きい画像も、プレビューすると文字が小さくなり、文字が判別できないという状況
が発生する。
【０００４】
　本発明は、このような問題点に鑑み、画像に適したプレビュー画像を表示する画像処理
装置、プレビュー表示方法、プレビュー画像表示プログラム、プレビュー画像表示プログ
ラムを記録した記録媒体を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記課題を解決するために、本発明は、画像データに対応する画像のプレビュー画像を表
示する画像処理装置において、前記画像でプレビューする範囲を予め設定する範囲設定手
段と、前記範囲設定手段で設定された範囲のプレビュー画像を表示する表示手段と、前記
画像データの種類に基づき、画像データをいくつかに分類したグループのうち、どのグル
ープに属するかを示す属性と前記範囲設定手段で設定された範囲とを、関連付けて登録す
る属性登録手段と、前記画像データに前記属性を設定する属性設定手段と、を有すること
を特徴とする。
【０００８】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、前記属性は、前記画像のサイズであるこ
とを特徴とする。
【０００９】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、前記範囲設定手段は、画像全体を範囲と
して設定することを可能とする。
【００１０】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、前記プレビュー画像に対応する画像デー
タが記憶される画像データ記憶手段を有し、前記画像データのデータサイズが前記画像デ
ータ記憶手段が記憶可能なデータサイズより大きい場合、前記範囲設定手段による範囲の
設定をユーザに促すことを特徴とする。
【００１１】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、画像データに対応する画像のプレビュー
画像を表示するプレビュー画像表示方法であって、前記画像でプレビューする範囲を予め
設定する範囲設定段階と、前記範囲設定段階で設定された範囲のプレビュー画像を表示す
る表示段階と、前記範囲設定段階で設定された範囲を、前記画像データの種類に基づき画
像データをいくつかに分類したグループのうち、どのグループに属するかを示す属性とを
関連付けて登録する属性登録段階とを有し、前記属性は、前記画像データに設定されるこ
とを特徴とする。
【００１４】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、前記属性は、前記画像のサイズであるこ
とを特徴とする。
【００１５】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、前記範囲設定段階では、画像全体を範囲
として設定することを可能とする。
【００１６】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、前記プレビュー画像に対応する画像デー
タのデータサイズが所定のデータサイズより大きい場合、前記範囲設定段階による範囲の
設定をユーザに促すことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように、本発明は画像に適したプレビュー画像を表示する画像処理装置、
プレビュー表示方法、プレビュー画像表示プログラム、プレビュー画像表示プログラムを
記録した記録媒体を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態について説明する。
【００１９】
　まず、画像サイズが大きい画像の例を、図１を用いて説明する。図１は、Ａ０サイズの
画像２００が示されている。また、図１には、画像２００の一部分である画像２０１と、
その画像２０１を拡大した画像２０２も示されている。以下の説明において、画像２００
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のような画像の全体を示す画像を全体画像と記し、画像２０１のような全体画像の一部分
の画像を部分画像と記す。なお、全体画像も部分画像の一つの要素である。
【００２０】
　通常、図面に関する情報は、画像２０２に表示されている情報で足りる。したがって、
図面の場合、プレビュー画像は、画像２０２が適切な画像である。
【００２１】
　そこで、本実施の形態では、プレビュー画像として部分画像を表示することで、画像に
適したプレビュー画像を表示する処理について説明する。この部分画像は、予めユーザが
その範囲を設定するものである。このことを、具体的に図２を用いて説明する。
【００２２】
　図２は、表示範囲設定画面２０３とプレビュー画像が表示されたプレビュー表示画面２
０４とが示されている。表示範囲設定画面２０３は、ユーザが部分画像の範囲を設定する
ものである。表示範囲設定画面の詳細な説明は後述するが、この画面では、全体画像２０
５に対する部分画像２０６が設定される。この設定により、全体画像２０７の部分画像は
部分画像２０８となり、その部分画像２０８がプレビュー表示画面２０４に表示される。
【００２３】
　以上のような処理を行う画像処理装置のソフトウェアブロックを、図３を用いて説明す
る。図３には、制御部１１０と、画像管理部１１１と、蓄積用画像記憶部１１２と、画像
属性保存用記憶部１１３と、表示管理部１１４と、表示用画像記憶部１１５と、表示部１
１７とが示されている。
【００２４】
　制御部１１０は、画像処理装置全体の制御を行う。画像管理部１１１は、画像データの
圧縮、生成など画像データの管理を行う。また、画像管理部１１１は、画像データからプ
レビュー画像データを生成する。蓄積用画像記憶部１１２は、画像データを記憶する。画
像属性保存用記憶部１１３は、後述する画像データの属性を保存する。表示管理部１１４
は、プレビュー画像の表示に関する管理を行う。表示用画像記憶部１１５は、プレビュー
画像として表示される画像データを記憶する。表示部１１７は、ユーザに対して画像を表
示するものである。
【００２５】
　なお、上述した制御部１１０は、範囲設定手段に対応する。画像管理部１１１は、属性
設定手段に対応する。蓄積用画像記憶部１１２は、画像データ蓄積手段に対応する。表示
管理部１１４と表示部１１７は、表示手段に対応する。表示用画像記憶部１１５は、画像
データ記憶手段１１５に対応する。表示管理部１１４は、属性登録手段に対応する。
【００２６】
　次に、画像処理装置のハードウェア構成を、図４を用いて説明する。画像処理装置は、
コントローラボード６０と、オペレーションパネル５３と、ＦＣＵ６８と、エンジン７１
と、プロッタ７２とを含む。また、ＦＣＵ６８は、Ｇ３規格対応ユニット６９と、Ｇ４規
格対応ユニット７０とを有する。
【００２７】
　また、コントローラボード６０は、ＣＰＵ６１と、ＡＳＩＣ６６と、ＨＤＤ６５と、ロ
ーカルメモリ（ＭＥＭ－Ｃ）６４と、システムメモリ（ＭＥＭ－Ｐ）６３と、ノースブリ
ッジ（以下、ＮＢと記す）６２と、サウスブリッジ（以下、ＳＢと記す）７３と、ＮＩＣ
７４（Network Interface Card）と、ＵＳＢデバイス７５と、ＩＥＥＥ１３９４デバイス
７６と、セントロニクスデバイス７７とを含む。
【００２８】
　オペレーションパネル５３は、コントローラボード６０のＡＳＩＣ６６に接続されてい
る。また、ＳＢ７３と、ＮＩＣ７４と、ＵＳＢデバイス７５と、ＩＥＥＥ１３９４デバイ
ス７６と、セントロニクスデバイス７７は、ＮＢ６２にＰＣＩバスで接続されている。
【００２９】
　また、ＦＣＵ６８と、エンジン７１と、プロッタ７２は、コントローラボード６０のＡ
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ＳＩＣ６６にＰＣＩバスで接続されている。
【００３０】
　なお、コントローラボード６０は、ＡＳＩＣ６６にローカルメモリ６４、ＨＤＤ６５な
どが接続されると共に、ＣＰＵ６１とＡＳＩＣ６６とがＣＰＵチップセットのＮＢ６２を
介して接続されている。このように、ＮＢ６２を介してＣＰＵ６１とＡＳＩＣ６６とを接
続すれば、ＣＰＵ６１のインタフェースが公開されていない場合に対応できる。
【００３１】
　なお、ＡＳＩＣ６６とＮＢ６２とはＰＣＩバスを介して接続されているのでなく、ＡＧ
Ｐ（Accelerated Graphics Port）６７を介して接続されている。このように、一つ以上
のプロセスを実行制御するため、ＡＳＩＣ６６とＮＢ６２とを低速のＰＣＩバスでなくＡ
ＧＰ３５を介して接続し、パフォーマンスの低下を防いでいる。
【００３２】
　ＣＰＵ６１は、画像処理装置の全体制御を行うものである。ＮＢ６２は、ＣＰＵ６１、
システムメモリ６３、ＳＢ７３およびＡＳＩＣ６６を接続するためのブリッジである。シ
ステムメモリ６３は、サムネイルを記憶するメモリである。ＳＢ７３は、ＮＢ６２とＰＣ
Ｉバス、周辺デバイスとを接続するためのブリッジである。また、ローカルメモリ６４は
画像データを記憶するメモリである。
【００３３】
　ＡＳＩＣ６６は、画像処理用のハードウェア要素を有する画像処理用途向けのＩＣであ
る。ＨＤＤ６５は、画像データの蓄積、文書データの蓄積、プログラムの蓄積、フォント
データの蓄積、フォームの蓄積などを行うためのストレージである。また、オペレーショ
ンパネル５３は、ユーザからの入力操作を受け付けると共に、ユーザに向けた表示を行う
操作部である。プレビュー画像は、このオペレーションパネルに表示される。
【００３４】
　なお、図３で説明した蓄積用画像記憶部１１２は、ＨＤＤ６５またはローカルメモリ６
４に画像データを記憶する。画像属性保存用記憶部１１３も同様にＨＤＤ６５、ローカル
メモリ６４または図示しない例えばＮＶ－ＲＡＭ（Non-Volatile）に記憶する。表示用画
像記憶部１１５、システムメモリ６３に記憶する。表示部１１７は、オペレーションパネ
ル５３にプレビュー画像などを表示する。
【００３５】
　次に、図５を用いて、画像データからプレビュー画像が表示されるまでのデータの流れ
について説明する。
【００３６】
　図５には、画像２２０、２２４、２２５、２２７と、部分画像２２１と、圧縮画像デー
タ２２２とが示されている。また、図５には、圧縮画像データ領域２２３と、伸長後画像
データ領域２２８と、表示用メモリ２２９とが示されているが、これらの領域は、表示用
画像記憶部１１５が管理するメモリ領域である。
【００３７】
　画像２２０は、蓄積用画像記憶部１１２が記憶した画像データに対応する。部分画像２
２１は、図に示されるように画像２２０の右下部分の画像である。
【００３８】
　圧縮画像データ２２２は、部分画像２２１に対応する画像データを圧縮したものである
。画像２２４は、圧縮画像２２２を伸長し、伸長後画像データ領域２２８に記憶されてい
る画像データに対応する画像である。画像２２５は、表示用メモリ２２９に記憶されてい
る画像データに対応する画像である。画像２２７は、実際にオペレーションパネル５３に
表示された画像を示す。
【００３９】
　次に、データの流れについて説明する。ステップＳ７０１で、部分画像２２１に対応す
る画像データを圧縮し、圧縮画像データ２２２が生成される。ステップＳ７０２で、圧縮
画像データ２２２は、圧縮画像データ領域２２３へ転送される。ステップＳ７０３で、圧
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縮画像データ２２２は伸長され、伸長後画像データ領域２２８へ展開される。伸長された
画像データは、ステップＳ７０４で、表示用メモリ２２９に展開される。表示用メモリ２
２９へ展開された画像データは、ステップＳ７０５で、オペレーションパネル５３に表示
される。
【００４０】
　次に、設定画面の詳細について説明する。以下の設定画面の説明で、既出の符号に対す
る説明は省略する。
【００４１】
　図６は、プレビュー表示範囲設定画面を示す図である。図６には、属性ボタン２５０と
、ヨコ画像イメージ表示欄２５１と、タテ画像イメージ表示欄２５２と、取消ボタン２５
３と、設定ボタン２５４とが示されている。
【００４２】
　まず、属性ボタン２５０について説明する。属性とは、画像データの種類に基づき、画
像データをいくつかに分類したグループのうち、どのグループに属するかを示すものであ
る。図６の場合、属性名は、「セイズ」、「ショウショ」、「マニュアル」、「キカクシ
ョ」、「ハッピョウ」、「ソノタ」となっている。この属性名は、後述するように、ユー
ザが設定可能である。
【００４３】
　属性ボタン２５０は、そのグループでの部分画像の範囲を設定するためのボタンである
。次に、その範囲を設定する画面について説明する。図７は、属性ボタン２５０のいずれ
かを押下することにより表示される表示範囲設定画面を示す図である。この画面には、始
点設定ボタン２３０と、原稿方向ボタン２３１と、タテボタン２３６と、ヨコボタン２３
７と、全体画像２３４と、取消ボタン２３２と、設定ボタン２３３と、ヨコ数値記入欄２
３８と、タテ数値記入欄２３９とが表示される。
【００４４】
　始点設定ボタン２３０は、部分画像を設定するために範囲を設定する最初の点を定める
ものである。例えば、右下をユーザが押下すると右下の頂点から範囲の設定を行うことが
できる。
【００４５】
　原稿方向ボタン２３１は、原稿のタテ、ヨコを設定するものである。ユーザがタテを押
下すると、全体画像２３４は、縦長に表示され、ヨコを押下すると、全体画像２３４は、
横長に表示される。タテボタン２３６は、設定された始点からの距離をタテ数値記入欄２
３９に入力するためのものである。ヨコボタン２３７も同様に、設定された始点からの距
離をヨコ数値記入欄２３８に入力するためのものである。実際の数値の入力は、画像入力
装置に備わる図示していないテンキーにより入力されても良いし、この画面上に数値入力
のユーザインタフェースを設けても良い。なお、始点設定ボタン２３０のうち、「中央」
を含むボタンの場合の距離は、例外的にその始点からの距離の２倍となる。
【００４６】
　取消ボタン２３２は、この設定を取り消すものである。設定ボタン２３３は、この設定
を確定させるものである。
【００４７】
　図８は、数値入力中の画面を示す図である。タテ数値記入欄２３９には、「１５０」と
入力され、ヨコ数値記入欄２３８には、「３」と入力されている。図９は、数値の入力が
終了した場合の画面を示す図である。ヨコ数値記入欄２３８には、「３００」と入力され
、数値の入力が終了している。
【００４８】
　次に、ユーザが属性名を入力する場合について説明する。図１０は、属性名が入力され
る前のプレビュー表示範囲設定画面を示す図である。図１０の属性ボタン２５０は、タイ
プ１からタイプ６までとなっている。これら属性ボタンのうち、タイプ１に「セイズ」と
設定する場合の入力例について説明する。
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【００４９】
　属性名の入力には、図１１に示される属性名入力画面が用いられる。この属性名入力画
面には、属性名入力欄２６０と、文字ボタン２６１と、入力モードボタン２６２と、キャ
ンセルボタン２６３と、設定ボタン２６４とが表示される。
【００５０】
　属性名入力欄２６０は、入力した属性名が表示される。文字ボタン２６１は、文字を入
力するためのボタンである。入力モードボタン２６２は、入力する文字を平仮名またはカ
タカナとするためのボタンである。キャンセルボタン２６３は、この属性名入力をキャン
セルするためのボタンである。
【００５１】
　ユーザは、文字ボタン２６１を用いて「セイズ」を入力し、設定ボタン２６４を押下す
ると、図１２に示されるように、タイプ１と表示されていた属性ボタン２５０が「セイズ
」と表示される。
【００５２】
　属性ボタン２５０に表示される他の例を、図１３を用いて説明する。図１３に示される
属性ボタン２５０は、Ａ列０番からＡ列５番までが表示されるものである。この場合、Ａ
列５番とＡ列４番は、用紙サイズがさほど大きくないため、プレビュー画像は、全体画像
のプレビュー画像としても良い。この場合、属性ボタン２５０のＡ４を押下すると、図１
４に示される表示範囲設定画面が表示される。この表示範囲設定画面に示されるように、
プレビュー画像は、全体画像のプレビュー画像となっている。このように属性は、画像の
サイズであることも可能である。また、先ほどのＡ列５番のように、画像全体を範囲とす
ることも可能である。
【００５３】
　次に、画像データに属性を設定する画面について、図１５を用いて説明する。画像デー
タに属性を設定することで、自動的に画像データに適したプレビュー画像を表示すること
ができる。
【００５４】
　図１５に示される画像一覧画面には、ユーザ名欄２７０と、画像名欄２７１と、画像属
性欄２７２と、原稿サイズ表示欄２７３と、前ボタン２７４と、次ボタン２７５とが表示
される。ユーザ名欄２７０は、その画像データの所有者を示すものである。画像名欄２７
１は、画像データの名前を示すものである。画像属性欄２７２は、画像データの属性を示
すもので、図１５の場合、属性が設定されていないことを示す未設定となっている。原稿
サイズ表示欄２７３は、その画像データを印刷した場合の用紙のサイズを示すものである
。前ボタン２７４は、この画面の前の画面を表示させるボタンで、次ボタン２７５は、こ
の画面の次の画面を表示するボタンである。
【００５５】
　この画面で、未設定となっている画像属性欄２７２を押下すると、図１６に示される画
像属性設定画面が表示される。図１６に示される画像属性設定画面には、属性ボタン２８
０と、取消ボタン２８１と、設定ボタン２８２とが表示される。この画面で、「セイズ」
を選択し、設定ボタン２８２を押下すると、図１７に示されるように、画像属性が「セイ
ズ」に設定される。
【００５６】
　次に、実際の処理について、フローチャートを用いて説明する。図１８は、プレビュー
画像を表示する処理を示すフローチャートである。ステップＳ８０１で、制御部１１０は
、画像の全面表示の可否判定処理を実行する。この処理の詳細は後述するフローチャート
で説明する。
【００５７】
　制御部１１０は、ステップＳ８０２で、画像を全面表示するかどうか判断する。この判
断では、ユーザにより設定された範囲が、画像全体以上の場合も全面表示と判断される。
全面表示と判断した場合、制御部１１０は、ステップＳ８０３で、画像管理部１１１に画
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像データの転送処理を行わせる。そして、ステップＳ８０４で、画像表示処理が行われ、
画像がプレビュー画像として表示される。
【００５８】
　ステップＳ８０２に戻り、画像を全面表示しない場合、制御部１１０は、ステップＳ８
０５で部分画像の範囲が設定されているかどうか判断する。範囲が設定されている場合、
制御部１１０は、ステップＳ８０６で、画像管理部１１１に設定された範囲の画像データ
の転送処理を行わせ、その画像は、ステップＳ８０４で表示される。
【００５９】
　ステップＳ８０５で、範囲が設定されていないと判断された場合、制御部１１０は、ス
テップＳ８０７で、画像表示範囲設定画面を表示させる。そして、制御部１１０は、ステ
ップＳ８０８で、ユーザが設定した範囲に関する情報を取得する。その後、上述したステ
ップＳ８０６、ステップＳ８０４の処理が行われる。
【００６０】
　次に、ステップＳ８０１の処理の詳細を、図１９のフローチャートを用いて説明する。
ステップＳ３０１で、制御部１１０は、画像データの画像属性を取得する。次のステップ
Ｓ３０２で、制御部は、画像データの画像属性に範囲が設定されているかどうか判断する
。ここで、画像属性とは、例えば製図や企画書など、画像データの種類を示すものである
。この画像属性は、画像データに設定できるとともに、画像属性ごとに予め部分画像の範
囲を設定することができる。したがって、画像データに画像属性が設定されており、その
画像属性に範囲が設定されていれば、設定された範囲に基づきプレビュー画像を表示する
ことができる。
【００６１】
　よって、ステップＳ３０２で、画像属性に範囲が設定されているかどうか判断する。範
囲が設定されている場合、ステップＳ３０３で、制御部１１０は、範囲に関する情報を取
得する。次に、制御部１１０は、ステップＳ３０４で、部分画像データは、表示用メモリ
に収容可能かどうか判断する。制御部１１０は、収容可能と判断した場合、ステップＳ３
０７で部分画像を表示することに決定する。収容不可能と判断した場合、制御部１１０は
、ステップＳ３０６で、ユーザに範囲の入力を促す。
【００６２】
　ステップＳ３０２で、範囲が設定されていないと判断した場合、ステップＳ３０５で、
制御部１１０は、画像データが表示用メモリに収容可能かどうか判断する。収容可能と判
断した場合、ステップＳ３０９で、制御部１１０は全面表示することに決定する。収容不
可能と判断した場合、制御部１１０は、ステップＳ３０８で、ユーザに範囲の入力を促す
。
【００６３】
　次に、図１８におけるステップＳ８０３の処理を、図２０のフローチャートを用いて説
明する。ステップＳ４０１で、画像管理部１１１は、全体画像データの画像データ圧縮処
理を行う。ステップＳ４０２で、画像管理部１１１は、圧縮画像データの表示用画像記憶
部への転送処理を行う。
【００６４】
　次に、表示管理部１１４は、ステップＳ４０３で、圧縮画像データの伸長処理を行う。
そして、表示管理部１１４は、ステップＳ４０４で、伸長された画像データを表示用メモ
リにＤＭＡ転送する。
【００６５】
　次に、図１８におけるステップＳ８０６の処理を、図２１のフローチャートを用いて説
明する。ステップＳ５０１で、制御部１１０は、部分画像の範囲情報を取得する。ステッ
プＳ５０２で、画像管理部１１１は、部分画像データの画像データ圧縮処理を行う。ステ
ップＳ５０３で、画像管理部１１１は、圧縮画像データの表示用画像記憶部への転送処理
を行う。
【００６６】
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　次に、表示管理部１１４は、ステップＳ５０４で、圧縮画像データの伸長処理を行う。
そして、表示管理部１１４は、ステップＳ５０５で、伸長された画像データを表示用メモ
リにＤＭＡ転送する。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】画像サイズが大きい画像を示す図である。
【図２】表示範囲設定画面とプレビュー表示画面を示す図である。
【図３】画像処理装置のソフトウェアブロック図である。
【図４】画像処理装置のハードウェア構成図である。
【図５】画像データの流れを示す図である。
【図６】プレビュー表示範囲設定画面を示す図である。
【図７】表示範囲設定画面を示す図（その１）である。
【図８】表示範囲設定画面を示す図（その２）である。
【図９】表示範囲設定画面を示す図（その３）である。
【図１０】プレビュー表示範囲設定画面を示す図（その１）である。
【図１１】属性名入力画面を示す図である。
【図１２】プレビュー表示範囲設定画面を示す図（その２）である。
【図１３】プレビュー表示範囲設定画面を示す図（その３）である。
【図１４】表示範囲設定画面を示す図（その４）である。
【図１５】画像一覧画面を示す図（その１）である。
【図１６】画像属性設定画面を示す図である。
【図１７】画像一覧画面を示す図（その２）である。
【図１８】プレビュー画像を表示する処理を示すフローチャートである。
【図１９】全面表示の可否判定処理を示すフローチャートである。
【図２０】全面表示の場合の画像データの転送処理を示すフローチャートである。
【図２１】部分画像の場合の画像データの転送処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６８】
　６０　コントローラボード
　６１　ＣＰＵ
　６２　ノースブリッジ（ＮＢ）
　６３　システムメモリ（ＭＥＭ－Ｐ）
　６４　ローカルメモリ（ＭＥＭ－Ｃ）
　６５　ハードディスク装置（ＨＤＤ）
　６６　ＡＳＩＣ
　６７　ＡＧＰ（Accelerated Graphics Port）
　６８　ファックスコントロールユニット（ＦＣＵ）
　６９　Ｇ３
　７０　Ｇ４
　７１　エンジン
　７２　プロッタ
　７３　サウスブリッジ（ＳＢ）
　７４　ＮＩＣ
　７５　ＵＳＢデバイス
　７６　ＩＥＥＥ１３９４デバイス
　７７　セントロニクス
　１１０　制御部
　１１１　画像管理部
　１１２　蓄積用画像記憶部
　１１３　画像属性保存用記憶部
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　１１４　表示管理部
　１１５　表示用画像記憶部
　１１７　表示部
　２００、２０１、２０２、２２４、２２５、２２７　画像
　２０３　表示範囲設定画面
　２０４　プレビュー表示画面
　２０５、２０７、２２０、２３４　全体画像
　２０６、２０８、２２１、２３５　部分画像
　２２２　圧縮画像データ
　２２３　圧縮画像データ領域
　２２８　伸長後画像データ領域
　２２９　表示メモリ
　２３０　始点設定ボタン
　２３１　原稿方向ボタン
　２３２　取消ボタン
　２３３　設定ボタン
　２３６　タテボタン
　２３７　ヨコボタン
　２３８　ヨコ数値記入欄
　２３９　タテ数値記入欄
　２５０　属性ボタン
　２５１　ヨコ画像イメージ表示欄
　２５２　タテ画像イメージ表示欄
　２５３　取消ボタン
　２５４　設定ボタン
　２６０　属性名入力欄
　２６１　文字ボタン
　２６２　入力モードボタン
　２６３　キャンセルボタン
　２６４　設定ボタン
　２７０　ユーザ名欄
　２７１　画像名欄
　２７２　画像属性欄
　２７３　原稿サイズ表示欄
　２７４　前ボタン
　２７５　次ボタン
　２８０　属性ボタン
　２８１　取消ボタン
　２８２　設定ボタン
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